
項 ⽬ 内 容

名称 Gnetaceae科メリンジョ [英]Gnemon tree [学名]Gnetum gnemon Linn

[Gnetum属]

概要 メリンジョは、グネツム科グネツム属に属する、東南アジアで広く栽培されている

樹⽊で、雌雄異株の裸⼦植物の⼀種である。インドネ

シアでは、葉や実、花、種などが⾷品として摂取され

てきた。メリンジョの種⼦には、ポリフェノールのひ

とつであるレスベラトロールが含まれ、特にレスベラ 
トロールの⼆量体のグネチンCを多く含有しているこ 
とが知られている。

法規・制
度

■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・ 種 ⼦ には、トランス－レスベラトロール、レスベラトロール⼆量体のグネチン

C、グネチンCの配糖体であるグネモノシドA、グネモノシドC、グネモノシドDなど

を含む。特にグネチンCおよびその配糖体の含量が多い (101) 。

•(公財) ⽇本健康・栄養⾷品協会 (JHFA) が、ブドウ由来、リンゴンベリー由来、

メリンジョ由来の「レスベラトロール⾷品」の製品規格基準を設定している (102)



分析法 ・メリンジョ種⼦抽出物 （レスベラトロール類） をHPLCで分析した報告があ

る　(PMID:24495149) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

RCT

・健康な成⼈男性42名 (⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験

に おいて、メリンジョ種⼦抽出物150 mg (レスベラトロール誘導体30 mg含有)

/⽇ (14名、平均23.7歳) もしくは300 mg (レスベラトロール誘導体60 mg含有)

/⽇ (14名、平均22.5歳) を14⽇間摂取させたところ、300 mg/⽇群において⾼分

⼦量 アディポネクチン/総アディポネクチン⽐の上昇が認められた。⼀⽅、いずれ

の群に おいても、総アディポネクチン濃度、⾼分⼦量アディポネクチン濃度に影響

は認め られなかった (PMID:32152335) 。

⽣殖・泌尿器 RCT

・健康な成⼈男性29名 （平均45.1±8.8 歳、試験群14名、⽇本) を対象とした⼆

重盲検プラセボ対照試験において、メリンジョ種⼦抽出物 (＞20％レスベラトロー

ル類を含む) 750 mg/⽇を8週間摂取させたところ⾎中尿酸値の低下が認められた

が、⾎清脂質をはじめ⾎液検査の値に影響は認められなかった (PMID:24454499)

。

脳・神経・感

覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・ 筋 ⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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